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DBJグループのマテリアリティ（経営上の重要課題）  

　株式会社日本政策投資銀行法における目的規定である「長期の事業資金を必要とする者に対する資金供給の円滑化及び金融機能の高度化に寄与すること」及びDBJ
グループのサステナビリティ経営に通底する「経済価値と社会価値の両立」という理念を踏まえ、「ビジョン2030」で描く将来像を実現させるための経営上の重要課題をマテ
リアリティとして特定しています。

マテリアリティ（経営上の重要課題） 具体施策 SDGs

持続可能なインフラ形成
脱炭素に向けたトランジション
 
次世代に向けたインフラ構築

•  エネルギー分野におけるトランジションと安定供給の両立に向けた投融資
•  水素・アンモニア等クリーンエネルギーの普及や次世代モビリティ等の社会実装
•  公共インフラの維持・更新に関する官民連携の推進
•  経済・社会活動を支える自然資本・生物多様性・循環経済をテーマにした取組

産業の技術革新及び 
再編成

イノベーション推進を通じた 
日本の産業競争力強化
 
サプライチェーンの再編成

•  新事業・事業再編・DXに向けた後押し、グローバル市場への水先案内
•  クライメート・ディープテック分野、グロースステージ等スタートアップ向け投資
•    Society5.0投資等による経営サポート
•  ポストコロナ・脱炭素・循環経済等を踏まえたサプライチェーン再構築

潜在力を活かした地域創生
地域の公正な移行
 
人口減少への対応

•  ステークホルダーとの連携・協働による地域未来像の創造
•   脱炭素社会への公正な移行に向けた産業・地域の両観点からの提言・サポート
•  インバウンド回復など観光等の交流人口増加の後押し
•  特色ある地域資源の発掘に向けたリスクマネー供給及びナレッジ提供

金融分野の市場創造と 
セーフティネット

金融市場のフロンティア拡大
 
スタビライザー機能発揮

•  サステナブルファイナンス市場の拡大（投融資・AM・債券発行）
•  ベンチャー・キャピタル、セカンダリーファンドへの投資拡大
•   民間金融機関等との協働による多様な投融資機会の提供
•  危機対応業務等のセーフティネット機能の発揮

金融フロンティアに 
挑戦する人材育成

挑戦・協働の支援
 
職員の自己実現感向上

•  職員やチーム単位での挑戦を支援する人事制度の実現
•  実践的なOJTと豊富な研修機会を通じた人材の育成
•  多様性を尊重し、職員の自立性・能動性が発揮できるような環境の整備

リスクマネー供給に 
向けた経営基盤強化

リスク対応力の強化
 
仕事の進め方改革

•  投資業務の強化に応じた体制の整備、リスク・リターンを踏まえた投資管理の
高度化

•  不断の業務の見直し、デジタル化を活用した業務の高度化
•  グループ一体運営の強化

マテリアリティ DBJグループのマテリアリティイントロダクション コーポレート・ガバナンス データ
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